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教育改善の３つのキーワード 

eラーニング 
 クイズ、試験、アンケートと採点、集計などができるクラウドサー

ビス Handbookを導入して活用。 

ICT機器の活用 
 大学生の５割がスマートフォン、３割がPC、２割がタブレットなど

持参。これらの各種デバイスでクラウドサービスにアクセス。 

アクティブラーニング 
 簡単なテスト、宿題などで一番の学生さんが登壇、解説。 

 優秀な学生さんに出題、授業講義の一部を依頼。 

 反転授業を実施。 



当てると素早く
教壇に 

正解者を当ててい
るので誤解答の心
配なし 

前向きでわかり
やすい解説 

参加意識の向上 

 

１．宿題、テストを学生のスマートデバイスに配信、
クラウドサービスによる自動採点。 

 さらに、一番早い正解者に「次回授業での解説」を
依頼。 



学生が前で解説している写真入る 

授業で学生が解説する様子  



次回の授業に意
見を反映 

質問に解答し、
参加意識を高
める 

集計の手間がか
からずすぐに結
果が見れる 

教員と学生の一体感を創出 

 

２．宿題ごとにアンケートで「難易度」や、「役立ち
度」を確認、また「質問」や「コメント」を記入。 

 学生の質問等にこまめに回答し、教員との距離を
縮める。 



とてもよ
かった 

よかった 

なんとも
いえない 

よくない 

自動集計の例：クイズはどうですか 

アンケート結果を
みて、クイズ担当
のモチベーション
向上。 



学生の意見とスタッフの回答 距離を縮める 



学生の意見とスタッフの回答 距離を縮める 



効果測定結果例 

導入前と比較して、理解度、わかりやすさ 
など全11項目、すべての授業アンケート結果が上昇 
 
 
 
 



各講義でのクラウドサービスの活用展開 

• 「解析学」出題、講評で活用、合格圏内の学生の比率が向上。 

• 「高電圧工学」記述式の回答が必要な問題を出題。誤回答が多
い問題をログから抽出し、講義で解説。質問をアンケートで収集。  

• 「フーリエ変換およびラプラス変換」 音声とパワポを配信し、反
転授業を行い、予習確認試験に活用。 

• 「量子力学」 数式導出問題が多く、数式の対応を工夫。 

• 「電磁気学」 従来の演習問題を試験として配信。電車の中など
の空き時間にも回答可能。 

• 「制御工学」 昼休み後の授業で眠ってしまう学生を起こすため
のチェックポイント試験を実施。 

 
• 2016年４月 新たに３名の教員が授業に採用。 
• 昨年度後期からは大学院生TAを採用してアシスト実施。 
• 授業毎に学生の意見を集約し、授業を工夫。 
 



まとめ 

 最近の教育のキーワード：eラーニング、

ICT機器の活用、アクティブラーニングを融

合し、お互いに効果を発揮する授業での活

用方法を提案。アクティブラーニングへの

展開が新しい。 

 

 アクティブラーニングは一般には５０名以下

の教室。１００名近い、大講義室ではICT機

器の活用、eラーニングが有効。 
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ご清聴ありがとうございました 


